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甘 庶 の萎 縮 病 状 とそ の 防 除 法 に つ いて

吉 成 正 雄

(第 - 製 糖 株 式 会 社)

は じ め に

甘瀬の増産を阻宮する階癖の要因のうち､萎縮病はウ

イルスが甘鵬に与える柄皆として､もっとも最近に乾托

されたものであり､どの病宙よりも甘燕の汲収をもたら

す稲田の一つであって､琉球陣幕の発展をはばむものと

して私は潜任早･RE都の出費性を機会あるごとに各方面に

訴えるとともに､率先してこれが防除対策を牌ずるため

に､妨一割脚株式会社-5胸部の用解ある協力により

Loul8lana(U.S.A)よりHotallOven(熱風処現簡)

を耕入し1962年度文机熱雷よりその防除処置を試みた｡

廿爪の野榊桐はRu･eens･land(Australia)で最初に

その施生が認められ､現在Cは世界中の主賓な甘蔚生産

帽に芯延してV,る｡このF･榊丙は新地甘肺にも株出甘瀬

の何れ虹も発鍛するが､特に株U,甘脈により多く感染し

易く､その成戊を仙 ヒし伯大な淋収 を もた らす｡例え

ば､I,.粥におけるその大部分を占める領培晶協の N:Co

310が､この封榊内に対して相に感じやすい性質をもっ

ており､約60,0oJ台の略柄晃生率把あろことと､その搬収

率約20,cc'台だあることがぎ己銀されてお り､逐年増加の憤

向にありその防除対策に組織的な態勢をとってV,る｡決

して対岸の火災祝してはならない琉球のN:･Co･310であ

ることを軒嗣し-こおきたい｡

E,こ托す己戟する都柄は､未だ不明確なこともままある

ことと思われるが､斯界の覚醒と今後の研究と坊除対策

把､V,ささかたりと役立てば望外の晋びであるo

準横樹状とその診断方濃

甘麻の拳鞘病の病源と考えられるウイルスの生活雛

は､未だ明かでないが､その伝典経路が土壌とか昆虫の

媒介とかとvlうことC=はなく､採首の除の鎌または収唾

の際の鰍､鎌などによって病茎から健全茎-と極めて職

･械的に急速に汁液伝染するものCあり､防止は容易Cあ

るが､放位は危険CT･あるoまた野鼠顎のような茎を咽る

勘助の液暁もその伝典に一役買ってV,るOこれら甘煮間

の伝鞄によるもののほか､このウイルスは､ トウモFlコ

シ､モロコシ､チガヤその他敬啓のか本科組物にも寄生

することが判明してV,る｡

t.の甘瀬の萎縮病状について､藷品観閲､鰭地域国に

共通して持て満足できるような方溝が乗だ明確に見小出

されてV､な∨､｡

外観上からは特に特数ある症状を示さなV,が､全般的

に節間の萎縮と生育わい少､細茎化した現象が､特に乾

燥地帯に多く見変られ､多湿地帯で生育舜境の良い条件

のところでは､なかなかその判定がむつかLv､｡従って

気象条件の影響その他の要素と混同視することのな)､よ

うに注意せねばならなV,｡病茎の燕首の発芽は遅く､健

全燕首の発芽は旺盛Cあり､土壌離水の殆んと不可能な

琉球の畑地に患V,ては､殊更に両雄の生育にも影響をも

たらす｡

成熟した庶茎の切断による解剖学的な病敏の診断方法

は､熟練度合によって病茎であるか否かの判断が相当雀

皮下し得る｡しかし一々物指を使えば差が出て来るし､

生長勢の強弱によっても差がある｡先づ庶茎を鏡利な刀

物で縦割に切断して､節部の維管束の色変の有無を調べ

てみると､構墓亡は偏約 0.5mm～1mm､長さ約 3m粥～5

mm上に向ってやや細くなる赤褐色の彩条 (ときに極め

て鮮明な赤色)が2-6個見られるのが､この病茎の特徴

であることが実証出来るoまた赤褐腿色の斑紋変色が概

して簾茎の基部の部分に見られるのも病茎と判 断 され

る｡

これらを更に瀦V,切片にして透視してみれば､よりはっ

きり認められる｡また､横断面を作ってみると一色変し

た維管束は極めて少さV,点々として明瞭に見 分 けられ

るot_れらの色変は健全茎と思われるものには見られな

V､が､-茎のうち一節のみの色変の有るものは､必ずし

も病茎とは認められない0--つの節における変色維管束

は､すぐ隣りの節が変色していなくても病雷にかかって

V'るとV､えるQ病茎の節部の変化は､横断面にしてみた

場合､し管壁面とその内容物の木質化だあり､導管がや

や赤色のゴム質の物質で充填されているとあるので､顕

徴錠による診断を試みた結果､未だ効果的な判定がつか

み得ないが､かかる現象が時として認められる｡このこ

とは庶茎の成長に必要な散見無機物が維管束のところe;

上部-の移動がとめられ線維物が封鎖されてしまうため

に生育が阻醤されるのであろう｡健全な簾茎の維管束の

し部はその燕茎が枯死するまで､構造的にも機能的にも
常態に留まっているものであって､そこに何等かの変化

があれば､それは病理学上のものと考えねばならなvlo



吉成 :甘慮 の棚 状とその防除牡につい'て

なお､苦い薫茎の病徴は成長点の半 iTICh以内の掻 く未

熟な節に見られる薄vlピンクの斑点変色が病敬診断の一

つの要点とされてV,るが､調査の結果では未だ明確な判

断が下しがたV,｡

次に化学的検出法による病茎の診断方法につV,て､相

当数多く試みた結果では､約60,%台の確実性が実証され

あ その一つの方法は節の薄vl切片を2.3.5.tripheny

tetraZ01ium chlorideの0.5,cc'液に酸し､約35-iOoC
内外の定温膚室内で20-30分間処理すると稀茎の切片は

･淡紅色に前部が藩色し､健全茎は殻色しなV,か着色して

も病茎に比べて極めて潜色度合が淡V,｡この生じた紅色

の formzanをアセ トンで抽出すれば､その差異がより

明確になる｡

これを吸板紙に吸着させれば､よりよく色素があらわ

れるし､後日の証明にも保存することが出来る｡この化

学反応の理由を分析してみると次のようなことが考えら

れる｡ triphenyltetrazolium chloTide液は水溶液

でその水溶液は無色であるが､還元反応により､
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2.3.5.triphenyltetT･aZOl,lu仙 chloridecTi.Phe･･

nyM o.rmoZantriphenylfofmOはnの赤色沈激変

形成する｡

この反応は (1) 中性溶液-････-加水分解静摘のみに

よる｡

(2) 温アルカVJ淋液仰 .一 過元剤の作間

による｡

柄茎の甜色有無は加水卦肝酵粟によるのではないかと

考えられるO野縮楢に隅樹した場合,当弧 聴化糖が増

加するが､これはウイルスの加水卦解酵諸によるもので

はないか?反応温度が35OC では避元反応としては像す
ぎる｡加水卦鼎野菜は50-809C では破壊される机 澱
元反応では80｡C が液 も良vloなお,醇 の節部の搾汁

のpHは低.1であり､敵性であるo

またそのままを pH reLSrpaperで験してみても明ら

かに酸性であるo pH 7.0以上は考えられなvl.これ ら

の ことからして､加水卦廟耶 転による中性溶液での反応

と推断したvl｡

もう-一つの方法は､簡V,節片を 3,cc'の過酸化水粥に約

15秒良し東経､強 く乾燥し､変に浪塩酸に約30秒浸すよ
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病茎の節部は変色なく､健全茎は緑野色に蔚色する｡

この症状の理由として吐次のことが考えられる｡

H20之は酸化仲用であ り､H20ヱ-〇十H20二酸 化

マンガンとして存在するものが､マンガン酸化されるも

ので壮なかろうかb

マンガン酸イオンの色は緑色である｡ただ HClの使

用がはっきりつかめなvl.

MnO 3ト2KOII+0-KMnO.+H,0
1

2K十+M-10.-I(掠色)

言1;Oi謎 H十=2競 3'MnO8+MnO企+27･ICO

マンガン酸の緑色は空究中のCo卦によって Mn04の紫

色に変るので呈色茎 も時間の経過につれて､緑色よりの

変色が見られるものと考えられる｡

外部観察によるわV,少化の煎茎を切断による肉眼診断

により判定し､更にこれに化鞠 的換出漁を加えてみて､

ほぼ一致して間柄茎であるとの結節が風V,出し得られる

番実のあることからして､既に琉球の骨牌にも此の犠滞

腎が投入在廷しつつあることを立脚 ~るものである｡目■

下をの卦布状況にっていも群佃嗣養申であるが近 く報告

したV,と考える.

戟 網癖 の防除方法

翠撒丙の防除には､鮒 村の献金脈間数Ff]lいることが肝

嬰で払り､摘也の避妊を帆 lこせ府,ほならな∨㌔ この勉め

に健全潮間の開田紺を椛促しrl;)Irul.E潤む棒て酎 預て噺忙ゆ

きわたるような肝月規制 牌偶が蘭好でぬる｡

青柳hl稚をとのWi掴JTrlから馳[糾 -る打快として虹 弧助

処和法と熱風私刑粍とがJTlいられてV,る., Tahvn恥

Kyuva､胸V功､胡乱W州 ′韓で私 刑者の弧勘独 仏州

淡がとられてV,るU約5･OoCの脱水に脚闇を約2WL!JWl1弧配

するプj淡であるが､ややもすれば発郷不良の現親力も海こ

る.lr牌法 敵か く多汁であり､阻陽紀和快の欠陥雛 Iliう

alf10venによるより効月Ⅶ勺な熱風鶴71才!班机 配られるよ

うになった.現在那-肇研例式 企 社が1961昨夏脚川 僻̀よ'

り10数回にわたって架施した MotalTOva.n紅よる処

理法とその処理効果につVrて述べる｡

HotairOvenの欄造 (別図象.T閃)

サイズ :6×6〉く8feet

材 料 :1/q盈びy2illChのJgさのdx也.x8f･ectのペェヤ威

傭 カ :頗甚約1.000本 (約1ton)､1回8時円臥 約2･5

a卦の顔笛処鮮可や隠
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熱 軒 :敬 一&pqce･hea崎 r■toheはnOvo批S､

660W4個､1000rwIO個

流で動かす)HPmotor

屯 免 供 給 :磁力掠t-100ampersの切断 switch

との間の自動変圧器

再 循 封 :完全密閉装置

胞 腔 :晶都､税込皿により差異あるが､.58oC

～59oC (後部ダク トから流入する熱風

処 瑚 時 間 :劉T8時間であるが､必要温度にj垂するま

でに3-3.5時間を野する08時間後切れ

るよう紅前 もってタイム特別せ セット

する｡

税 込 :動かすiJT.のat,来る鉄′くイブ 六度式の棚

処刑押掛句の麻雀は税込み過き'なV,よう.紅せねほならな

V,｡位上郷の糊とその'lrLぐ上の鉄パイプとの間は少くと

も約 ecm放すことと後脚 もの過凱穴 (上部左右2個､

中部左右2胡乱 下蔀産着2痕け霜も約3rc議-は離す必要が

ある｡この空間は燕茎横込閲の間の空気 の循 衆を良 く

し､病害をよくコン トロールするためにも絶対に必要で

ある｡

熱風勉髄 過時間短処理摘内

各部位かこおける温度の変化 (別家及写真参照)

処理精肉の温度の均一化のためには､燕茎の積込み方を

均等にせ捌ぼならなvloArLJ理患､税込み方､.品種によっ

て箱内温度の各部位毎に経過時間毎に温度の変化が見ら

れる｡処理箱の各面に合計14本の温度計と自記計とを設

備して各部位に怠ける温匿の変化を見たのであるが､粍

内温度のほぼ均一化のためには約3時間半を要するo

開始時より3時間半は別図の如 くスムースな曲線をえ

がV,て実施する必要があり､この間急激な温度の激変と

初時における急激な温度の上昇とは･､廉茎に相当の影響･

を与える｡特に発芽に黄陣を来す｡

第 1袈 熱風 処蜘 時間毎処寮拓内各部位 に怠ける温度の変化

正甑より 向って右
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自 記
メーク･-
(正面扉)

(睦)午前9時より開始､午後5時まで8時間につV,て､30卦毎の測定温度であるO



吉成i:甘燕 の郷 吠とその防除法について

第 2衷 熱風処理軽過時間毎屯力消費丑

時 間 時 刻 唱 力 血

開 始 ､時

2 時 間

3 時 間

4 時 間

｢=間時5

6
7

8

〃
ク

JTY

Kw
9.00 3.320

1
9.10 年 2.000
9.15 3.320

9.50 5.320

10.05 5.640

10.30 6.960

10.40

10.50

ll.10

ll.38

ll.43

ll.50

12.05

12.08

7.640

7.960

8.640

8.960

8.640

7,960

7.420

6.640

12.18 6.000

5.320

0ZC'γ

0サ9̀γ

13.(泊 4.000

14.00
15.00
16.(氾
1700

Jl.000

4.(X氾
4.000
4.Ou

(注) 午前9時より開始､午後5時まで8時間につい

ての各時期毎の屯力且である｡

鴨JL卿 1蒙柵t

熱風旭 に麻しての前後給食として次の琳柄を完全に

実篤せねはその効果に汲捺される｡
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先づ熱風処理終了後粥ちに処二晩和のドアを開けて熊茎

を冷やさぬばならなV,｡出来るだけ新鮮な膜茎を出来る

だけ早く組付けるために､処押すべき灘篭は刈坂後24時

間以内に熱風処期され､処丹後24時間以内に縫付けるよ

うにしなければならない｡

処理緒から振り出J.Lた頗茎を切断して笛にするために併

用する鎌雌 浄後220'のリノール溶液に10分関配敬消曲

してから使用することと､術後耕作に必礎な鰍などもを

の抑圧同様の約雌を行って催用せねばならない｡

次に熱風処PIL巾JA･われた水分をとりもどし､またイJ機

体の併収をFJJ'ぐために､クスプルン800-1.000析練に処

刑酢mlJ町を15分IJIl配収 す る｡ これ で- 通 t)の抑 制 を終 っ

たので あ るが .拙 ィ､川 J .止 夜班 に熱 風 知 和 脚 lb.をAl馳 し

て か らMr付 した もの は､邦 俳が 棚 め て良好 に棚 す る｡

なお ､0.1-0.4,04'の Sodlum p¢roxldeの溶 液 城 は

0.008,00の (銭雛 岳) cerlum m lphnteiRは patA㈹lurn

T)ermAn叩 AnatC称 液に一帖 夜軸組する ものは､功刀粧 ･

効 力W･)で あ る とvlう蜘 ;あるが.火だ31赦 して V'な .

い｡ また 的付 け る加 地 はウイル ス鞘敏のおそれあるか水 ･

科桝の雑等 を完 金 に除&す るととは勿駒､古vllj'御株及 こ

び粁tTm L戊は畑に日比 した甘脚等k妨地色に残件せ しめな :

V､こと75:心境である｡

史に他用市を遊び出すAt搬IV,はut,来細れば､仰か ら好 !

入する戯基 と勉和折の笛 を此ぶ ものとは､別 /rの ものを :

峻網することや地軸 11後の人事の網棚その他掛心の故殺 E

をはらって処期首に痢rifか うつ り汚染 され ることのない '

ようにJ臓 けねは完免脚 配とはすえない｡

hJLAht甘戯 の生竃】騒iAとその勅兼
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親風地坪 :1961年9月26日

納付月日:1961年9月27口

供試品和 ニN:Co 310及び P.OJ.2'(25

試験御物 :旧戚桁村字盟原 1区10坪区向

N.･Co310熱風 他部区 4区 無地坪区 4区

P.0.I.2725熱風 処穐区 2区熱勉搾区 1区

生了f経過について

(1)組付後1カ月

仙付後の裾月-:力は､熱風鯛 区が無地艶区に比べて早

く､ しか も見るからに太く頑丈で､穣めて良好に見受け

られ ､またをの分けつ力も旺感である｡ただし草丈に長

旅 を棲ずる｡ t.れは見時Wlの黙他用の経 で僻笛の倉並

水分の還す汝と土壌巾の舷湿既合との既述によるものでは

なV,かと判断された｡

(2)生'fT2カ月

此の綿櫛になると人数はlJIJ月と同じく鰍 甥区が多

肌 3fJ4

);-∫ H～

別 ､､

2月

3月

5月

6月

7月

t8月 ･

L9月

10月

11月

12月

1月

2月

勲 帆 処 m.拭 政 此 畷 生 育 調 悉

N.I.Co310

熱 l乱 処 刑 区 】 触 処 現 区

i _:-lT

本 数 !茎 長

≡‡二 子幸二〒

4533232

83
･
2132

5

3

2.321 32.15

i.44

1.75

2.16

2.36

2.48

2.52

2.57

2.65

母 (11】08)

本数であるが､草丈､茎径は漸次やや劣勢に経過する｡

これは薦苗の含養水分の蒸散が発根彼の初期生育に影野

を与えてV,るものではないかよ思われる｡蕪首の親爺体

は土壌有椎体の絶好の発生源となり､無勉坪の庶首より

早 く土中で腐敗しかけている｡

(3)生育3カ月

草丈､茎径は分けつ糊を境にして､熱風処理.区は漸次

地役し､無処発区に比べて殆んど差異のなV､生育状態に

なった｡

(4)その後の生育状況 (別表参照)

生育過程で､特に注目すべきことは､熱風処理区にお

いては､病虫宮による被害が無処理区に比軟して駈少で

あるとV,うことと関連して暴風による折損故習も軽微で

あった｡

P.0.J.2725

熱 風 処 理.区 l 無 処 理 区

荏

1.90

2.19

2.24

2.26

2.28

2.28

2.26

2.27

2.21

2.21

2..2･0

20.8

24.0

25.0

25.0

25.0

24.0･

24.O t 2.22
i

22･li 2J38

21･25巨 ･43
20.40 2.50

19.80 2.59三二 三



吉成 .･甘願の萎掩う筒状とその防除蔭 について

収珠転乗について

第 4衷 熱乳処寮甘蕪区及び無処理甘煮区収種成騎結果比敏 (1963.3.19･)
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収曙は､熱風処瑚区が柄死茎本数の少いことと反比例

して収陛本数が多く､別毅 ｢収擁調盛栄｣把ある通 り､.
茎連､基経におV,ても優 り､無他用区に対して10a当約
1.00丘gの増収となっている｡熱風処理区は蛸虫 'Dの被
'B葛 も熊処稚区の約半分以下にとどまれ しかも単桁樹
状を示す熊韮虹 第5毅の泣 り､ 駒丑本数のうち6人に
除減されてVlることは､明らかに無風地層の効巣を苅flLf
をしてV,るものである｡

各階親に示された数字は､熱風勉碗頗笛植付に止る新
植甘曲の収唖効娘をあらわしたものであるが､引純vlて

行う次年鑑 の煉HJ,による収 挺 結先が､よりよい効果 を齢

げるだろうことは大いにJql紬 している｡ノ川 iも混旭､僻

地引絞いて熟帆他用を行った 紳掛について比噸観照を続

けておれ大ノJ'の桝田裾を欄 V,する次節でめ る｡

な患､収柏を行ったのが3月 19日でめり､3)｣20日の攻

崩締切にやつと問 に食わせたので､収雌尉弧 卦折の総和

を加えていない嫌があることを了離船くとと もに､.熱風

処鵬仰及び鎧Ff.T､収捜銅盤､収楓に終始-cu'挽カ して

撒いた当社脇捌雌元準助,犬城北附のT'J11附初め脇務斬

俄各州収に況叫糾碇恕碗するo











60 (1963)

Anon M. 1955 "Report of the committee on the control of stunting disease" Sugar

Bul!., 33: 226, 232-234.

BourneB.A .. 1955 "Studies on the treatments for improving the germination of sugarcane cuttings

heat treatedfor Rotoon Stunt elimination" from Sugar Journal

dg rton C.W. 1955 "Sugar,cane and Its diseases"

Doh rty Manufacturing Co, Sugar,cane Ratoon Stunting disease.

King .J. 1954 "The relationship between varietal yield deterioration and Ratoon stunting disease"

from Sugar Journal,

in Di a e in Natal" 40: 107-119

"Sugar,cane diseases of the world" Volume 1.

v n for th tt atment of Sugar cane cutting"

rJourn 1 Jun. 195

Sch xnay r . A. 195 "The use of a sugarcane Test plant as a means of Detecting the preesnec of

Rotoon Stunting Disease issugarcane" Issct, 'oth congress. Hawaii.

Sch xn yr. A. 1956 "Th ff ct of Stunting disease of sugarcane onyield of cane and suga

in Louisiana and the use of Heat treatment for control" Sugar Bull.,

34,349-355

. M. . 1 58 ' iagno i of Ratoon stunting disease" East African Agric. Forestry Res,

Assoc, Ann, pt. 63 4.

T t book of plant virus disease.

o , ir v n" from Sugar Journal


